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よりよいバス交通の在り方を考え，

提案するまちづくり学習

静岡大学教育学部附属浜松小学校

大宮 英揮

平成２３年度
第３回土木と学校教育フォーラム 実践・研究報告
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小学校 総合的な学習の時間

目標

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら
課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，
よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，
学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究
活動に主体的，創造的，協同的にとり組む態度を育て，
自己の生き方を考えることができるようにする。

～小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編より～

「容易には解決に至らない日常生活や社会，自然に生起する複合的な問題を扱う，

総合的な学習の時間において，その本質を探って見極めようとする。」

（学習対象例）

・身近な自然環境とそこに起きている環境問題

・科学技術の進歩と自分たちの暮らしの変化

・町づくりや地域活性化のために取り組んでいる人々や組織 など
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小学校第３学年 総合

「子ども市長」

大人には気付くことのできない地域のよさや課題を見出し，

それらをさらによくする方法を考え，実行する。

・事実から課題を見出す力

・課題をつかみ，課題解決の方法を見通す力

・自分なりに試行錯誤しながら追究する力

・自分のアイディアをにもとづいて行動する力

・行動したことをもとに，課題解決の仕方を修正・改善する力

・課題解決のためのアイディアを提案する力

地域社会の一員である子どもが，地域社会をよりよくするために自分た
ちにもできることがあるということを実感するような学びをしてほしい。

教師の願い
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「子ども市長」

子どもの目から見た身近な地域のよいところや課題を見つけて，よりよくするために
自分ができることを模索し，実行する。

「われら，子ども市長！」

「浜松のおいしさを味わおう，広げよう！」

浜松の地産地消にかかわる人と出会い，浜松のおいしさを味わい，広げる方法を模
索し，実行する。
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〈学習前〉 子どもへのアンケート

〈子ども実態〉

バスや電車を使って登校している子どもが，
６割程度。

徒歩通学の子どもの多くは，普段，あまり
バスや電車を利用せず，自動車を利用し
ている。

バスや電車に乗ることは，好きな子どもが
多い。

バスのよさとして，環境にいいことに目を
向けている子どもは少ない。ただ，数名は，
バスのよさとして「エコ」を挙げている。

子ども実態は様々であるが，多くの子ど
もがバスや電車に興味をもっているため
に，教材として適しているだろう。
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総合のテーマとしての「身近な公共交通」
①バスや電車などの公共交通に興味をもっている子どもが多い。

②浜松市は，公共交通機関が発達しているが，その反面として車を利用する
こことを前提としたまちづくりがなされている。

③環境や福祉など視点のもと，様々な人々のニーズを考えることができる。

④よりよい公共交通について考え，実行することを通して，自分も地域社会
でで暮らす市民の一人であることを実感することができる。

総合の学習で扱うことに適している。

これまでの「子ども市長」の学習に位置づけることができる。
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「身近な公共交通」をテーマとする上での課題
①単元の終末では，子どもが具体的にどのようなことを実行できるか。

②専門的な知識や，普段はできないような体験をどのように保障するか。

③学校での活動のみで，子どもの思いや願いに沿った学習を展開できるか。

①大学教授や浜松市の職員に，子どもたちが模索してきたことを提案する
こことを単元の終末に位置づける。

②遠州鉄道バス事業者に依頼する。

③家庭でも，自分の学びを推し進めることができるように促す。
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単元目標

公共交通を利用者にとってよりよくする方法を考え提案するというねらい
をもち，地域の公共交通の様子を観察したり，公共交通に携わる人々に
インタビューしたりする活動を通して，自分の提案をよりよいものへと修
正・改善することができる。

単元の流れ（１５時間扱い）

①本単元の課題をつかみ，公共交通をより良くするための方法を考える。

②学習の計画を立て，調査活動を行う。

③校外学習の計画を立て，公共交通の様子を観察したり，バス会社の方
や利用者にインタビューしたりして，自分の提案の妥当性を確かめる。

④提案したいことについて，自分なりの方法でまとめる。

⑤自分の提案を，専門家に発表する。

⑥自分の提案を報告書にまとめる。
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〈第１・２時〉マンダラート法を用いて自分のアイディアを模索する。
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〈第３時〉仲間と話し合い，自分と仲間の考えをKJ法を用いて整理する。
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〈第３時〉仲間と話し合い，自分と仲間の考えをKJ法を用いて整理する。
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〈第４時〉ウェビング的手法を用いて，今後の学習活動（アクション）を考える。
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〈第５・６・７時〉ウェビング的法を用いて考えたことを整理して，今後の計画を立てる。
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〈第５・６・７時〉ウェビング的法を用いて考えたことを整理して，今後の計画を立てる。
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〈第１０時〉校外学習で，自分なりのめあてをもって見学したりインタビューしたりする。

バスの中で利用者の方にインタビュー バスにはどのような工夫があるかを知る。
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〈第１０時〉校外学習で，自分なりのめあてをもって見学したりインタビューしたりする。

バス会社の方にインタビュー コミュニティバスに乗り，

路線バスとの違いを知る。
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〈第１０時後〉校外学習の感想。自分の課題を明らかできたことが分かる。
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〈第１２・１３時〉「子ども市長アイディア発表会」で発表したいことをまとめる。
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〈第１４時〉「子ども市長アイディア発表会」の提案内容
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〈第１４時〉「子ども市長アイディア発表会」の授業の様子
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３月１２日 中日新聞
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〈第１４時〉「子ども市長アイディア発表会」の感想
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一年間の総合の学習を振り返って
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①大学教授や浜松市の職員に，子どもたちが模索してきたことを提案する
こことを単元の終末に位置づける。

②遠州鉄道バス事業者に依頼する。

③家庭でも，自分の学びを推し進めることができるように促す。

実践を通しての知見

①大学教授や浜松市の職員に提案するという学習のねらいを意識させるこ
あとで，子どもは意欲的に学習に取り組むことができた。また，提案した
あことを専門家に評価してもらうことで，子どもは充実感・満足感を得る
あことができた。

②子どものアイディアを確かめるというおさえをバス事者に伝えたことで，
あバス事業部の方にインタビューしたり，実際にバスに乗って確かめたり
あすることで，子どもの学びを支えるような人材活用となった。

③専門家に提案する，バス事業者にインタビューするなどの活動を学習に
あ位置づけたために，子どもは見通しをもって学ぶことができた。その結
あ果，子どもは，学校だけでなく家庭においても追究活動を継続すること
あができた。


